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平成3年8月号融、
つ

こ“、
つ町報と

国
保
だ
よ
り

平
成
3
年
度
保
険
税
率
決
ま
る

所
得
割
5
・
9
2
％
、
資
産
割
3
4
・
7
1
％

均
等
割
2
万
1
7
0
9
円
、
平
等
割
2
万
1
1
8
4
円
に

　
六
月
の
定
例
町
議
会
で
、
国
民
健

康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
が
制
定
さ
れ
、
平
成
三
年
度
の

保
険
税
率
が
左
の
表
の
と
お
り
に
な

り
ま
し
た
。

　
保
険
税
率
を
決
め
る
際
に
考
慮
す

る
の
は
、
医
療
費
の
動
向
で
す
．
平

成
三
年
度
は
一
般
被
保
険
者
（
退
職

．、，　　　　　　　i　税　　率
区　分　　　　説　　　　　明　　　…

3年度 2年度

5．92 5．89

エ所得割
世帯の内、加入者の所得
ﾉ応じて計算される 100　1 100

　　　3R4．71　32．75

◎資産割
世帯の内、加入者の固定資

Y税額に応じて計算される

1
1
0
0
1
「 100

③均等割

　　　　　　　　　　　　…世帯の加入者数に応じて

v算される
21．709円 20．344円

包平等割
一世帯にいくらと計算さ

黷

21．184円 20．990円

被
保
険
者
・
老
人
を
除
く
）
の
一
人

当
り
医
療
費
（
十
割
分
）
を
十
四
万

五
百
三
十
円
（
対
前
年
度
比
八
％
増
）
、

退
職
被
保
険
者
を
同
じ
く
二
十
六
万

千
円
（
同
五
％
増
）
、
老
人
分
全
体

を
九
千
七
百
万
円
（
同
二
一
％
減
）

　
－
と
み
て
予
算
を
編
成
し
て
い
ま

す
。　

　
　
　
熊

　
　
　
　
ぽ

　
　
　
　
創

①＋②＋⑥．＋④二11年間の保険税

ただし、合計金額が44万円をこえるときは44万円に

　
こ
の
改
正
さ
れ
た
税
率
で
課
税
し

た
場
合
一
人
当
り
税
額
は
四
万
六
千

九
百
八
十
一
円
（
対
前
年
度
比
四
・

七
％
増
）
、
一
世
帯
当
り
税
額
は
十

二
万
二
千
二
百
五
十
九
円
（
同
一
・

七
％
増
）
と
な
り
ま
す
．
、
ち
な
み
に

被
保
険
者
数
は
三
千
百
九
十
三
人
、

世
帯
数
は
千
二
百
二
十
七
世
帯
で
す
．
、

保
険
税
は
国
保
の

　
　
　
大
黒
柱

　
国
民
健
康
保
険
は
「
相
互
扶
助
」

の
制
度
で
す
、
ど
ん
な
健
康
な
人
で

〔国保税の計算例〕

〈たとえば〉　平成2年分所得が・一……………・……一120万円

@　　　　　平成3年分固定資産税額が………………40，000円

@　　　　　家族数（国保被保険者数）を………5人とした場合

一．　　　　　　1　（120万円一31万円）　5．g2所得

冝@　・凝控除・×1・・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＝52．688円

資産害■　　・・，…円・31δ11－13，884円

均　　等　　割　　　　　　　5人×21，709円＝108，545円　　　　　　　…

平　　等　　割　i　　　　　1世帯×21，184円一21，184円　　　　　　　…

計　　…　　　　　　　196，3。1円

も
生
身
で
あ
る
以
上
、
絶
対
に
病
気

や
け
が
を
し
な
い
と
は
い
え
ま
せ
ん
．
．

医
療
費
が
高
額
に
な
っ
て
経
済
的
に

苦
境
に
立
た
さ
れ
な
い
よ
う
、
万
一

に
備
え
て
み
ん
な
で
お
金
を
出
し
合

い
、
助
け
合
っ
て
健
康
で
文
化
的
な

生
活
を
守
っ
て
い
こ
う
と
い
う
も
の

で
す
、

　
み
な
さ
ん
の
納
め
た
保
険
税
は
、

国
の
補
助
金
と
と
も
に
国
保
の
財
源

と
な
り
、
み
な
さ
ん
が
病
気
や
け
が

を
し
た
と
き
の
医
療
費
、
ま
た
助
産

　1年間の保険税額は、qOO円未満切捨てi196．3⊂）0円となり、

分けて納めていただきます、

10回に

費
や
葬
祭
費
な
ど
の
給
付
の
費
用
に

あ
て
ら
れ
ま
す
．
．
こ
の
よ
う
に
保
険

税
は
、
国
保
の
運
営
を
支
え
る
貴
重

な
財
源
な
の
で
す

2
年
度
の
一
人
当
り
医
療
費

2
0
万
9
千
円
、
前
年
度
比

11

E
5
％
の
伸
び

　
東
郷
町
国
保
の
平
成
二
年
度
の
一

人
当
り
医
療
費
は
、
お
よ
そ
二
卜
万
瓦

干
円
で
．
兀
年
度
と
比
べ
二
万
一
r
六
百

円
、
＝
・
互
％
も
伸
び
ま
し
た
．
．

、
つ

こ“、
つ

田丁 報　　とB　．平成3年8月号

　
内
訳
で
み
ま
す
レ
ニ
般
被
保
険
者

で
は
、
十
二
万
瓦
r
三
百
三
十
六
円

（
対
前
年
度
比
瓦
千
六
訂
円
、
八
％

増
｝
、
退
職
被
保
険
者
は
二
，
「
六
万

ニ
レ
五
円
（
同
一
万
八
干
五
百
円
、

七
・
七
％
増
｝
、
老
人
分
は
五
十
万

三
下
七
百
妃
卜
六
円
（
同
五
万
円
、

一
一
％
増
）
　
　
と
な
り
ま
し
た
．

　
一
人
当
り
の
医
療
費
の
推
移
〔
グ

　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

ラ
フ
参
照
）
を
み
ま
す
と
老
人
の
医

療
費
が
格
段
に
⊥
局
い
こ
と
が
わ
か
り

ま
す
．
．
こ
れ
は
老
人
に
か
な
り
の
医

療
技
術
が
施
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ

と
で
、
ま
た
、
今
後
も
人
口
構
造
の

高
齢
化
が
進
み
、
老
人
の
人
口
割
合

が
高
く
な
り
ま
す
の
で
、
医
療
費
の

増
加
傾
向
は
変
わ
ら
な
い
も
の
と
思

わ
れ
ま
す

税
務
署
の
窓
下
の
変
更
に
つ
い
て

一人当たり医療費の推移（東郷町国保）
万円

し
…
飛
「
．

昭
79

縄
490，〔〕86円

　　

@　

@　

@　

@　

@瑚

彪
財
瓢
：

4一｝4．517’ ~

転

ウ6P　nり5Fq

241，533円

187．721円

：129．336円

一1　　　　　一

1一一一尊　〆

　　　ぎノ’

　　　1ん、
　　　　マ　・、・

一　　　　　　　　　　H2
　1　L4
．ニン

H元
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0
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　　249．627円

四一∴誉1
一一一
u一一　　　　1－

　　bご1＼「　　　　i
［足
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七
月
十
日
か
ら
税
務
署
の
窓
口
が

変
わ
り
ま
し
た
．
．

　
こ
れ
ま
で
は
、
所
得
税
は
所
得
税

部
門
、
法
人
税
は
法
人
・
源
泉
所
得

税
部
門
、
消
費
税
は
間
税
部
門
で
担

当
し
て
き
ま
し
た
が
、
今
回
こ
れ
が
、

所
得
税
や
個
人
に
係
る
消
費
税
は
個

人
課
税
部
門
、
法
人
税
や
法
人
に
係

る
消
費
税
は
法
人
課
税
部
門
で
担
当

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
．

　
こ
の
結
果
、
こ
れ
ま
で
は
、
例
え

ば
、
納
税
者
が
法
人
税
や
消
費
税
に

つ
い
て
別
々
の
窓
口
に
い
か
な
く
て

は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
こ
れ
か

ら
は
一
つ
の
窓
口
で
す
む
よ
う
に
な

り
、
手
間
が
か
か
ら
ず
便
利
に
な
り

ま
す
．
、

　
今
回
の
変
更
後
の
高
目
は
次
の
と

お
り
で
す
、

o
納
税
証
明
書
を
も
ら
い
た
い
と
き

　
所
得
金
額
の
証
明
の
場
合
は
、
個

　
人
は
個
人
課
税
部
門
、
法
人
は
法

　
人
課
税
部
門
と
な
り
ま
す
．

　
納
税
額
の
証
明
の
場
合
は
、
個
人
、

　
法
人
と
も
に
管
理
・
徴
収
部
門
で

　
す
，
o
納
付
書
を
も
ら
い
た
い
と
き

　
納
付
書
用
紙
は
各
窓
口
に
備
え
付

　
け
て
あ
り
ま
す
。

O
個
人
で
商
売
を
始
め
た
と
き

　
個
人
課
税
部
門
に
ご
相
談
く
だ
さ

　
い
。
○
土
地
を
売
っ
た
と
き
や
相
続
税
・

　
贈
与
税
に
つ
い
て
の
相
談
は

　
個
人
課
税
部
門
（
資
産
税
担
当
）

　
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
．
．

O
地
価
税
に
つ
い
て
の
相
談
は

　
個
人
、
法
人
と
も
に
個
人
課
税

　
（
資
産
税
担
当
）
に
ご
相
談
く
だ
さ

　
い
、
O
消
費
税
に
つ
い
て
の
相
談
は

　
個
人
は
個
人
課
税
部
門
、
法
人
は

　
法
人
課
税
部
門
に
ご
相
談
く
だ
さ

　
い
．
．
o
源
泉
所
得
税
に
つ
い
て
の
相
談
は

　
個
人
、
法
入
と
も
に
法
人
課
税
部

　
門
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
．
．

O
契
約
書
や
領
収
書
の
印
紙
税
に
つ

　
い
て
の
相
談
は

　
物
入
と
も
に
法
人
課
税
部
門
に
ご

　
相
…
談
く
だ
さ
い
一
．

o
酒
類
行
政
、
酒
税
、
免
許
に
つ
い

　
て
の
相
談
は

　
酒
類
指
　
導
電
ロ
ー
－
ト
ご
相
談
く
だ
さ
い
．
．

o
延
納
な
ど
の
納
税
の
相
談
は

　
個
人
、
法
人
と
も
に
管
理
・
徴
収

　
部
門
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
．
．

　
な
お
、
税
に
関
す
る
相
談
窓
口
と

し
て
、
国
税
局
に
一
税
務
相
談
室
｝
、

宮
崎
税
務
署
に
「
．
税
務
相
談
室
宮
崎

分
室
」
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
　
忙

し
い
方
や
遠
隔
地
の
方
の
た
め
に
は
、

電
話
に
よ
る
相
談
｝
テ
レ
ホ
ン
サ
！

ビ
ス
一
も
行
っ
て
お
り
ま
す
　
ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い
．
．

　
詳
し
い
こ
と
は
、
税
務
署
ま
た
は

税
務
相
談
室
に
お
問
い
合
せ
く
だ
さ

い
．
．延

岡
税
務
署

　
費
0
9
8
2
（
3
2
）
3
3
0
1

税
務
相
談
室
宮
崎
分
室

　
容
0
9
8
2
（
2
4
）
9
3
8
0

凝
る
愈
自
冒
飼
冒
鵬
職
睾
4

　
宮
崎
県
で
は
、
県
出
身
技
術
者
の

U
タ
ー
ン
を
促
進
す
る
た
め
、
昭
和

五
十
九
年
に
「
テ
ク
ノ
人
材
デ
ー
タ

バ
ン
ク
」
を
設
置
し
て
い
ま
す
、
、

さ
ら
に
平
成
二
年
九
月
か
ら
は
登
録

対
象
を
技
術
系
の
み
か
ら
事
務
系
等

に
拡
大
し
名
称
を
「
ふ
る
さ
と
宮
崎

人
材
バ
ン
ク
」
と
改
め
人
材
の
県
内

就
職
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
平
成
三
年
度
ふ
る
さ
と
就
職
説
明

会
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
の
で

こ
の
機
会
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
、

▽
日
時
　
8
月
1
2
日
　
9
時
～
1
7
時

　
　
　
　
8
月
1
3
日
　
9
時
～
1
7
時

▽
場
所
　
　
　
宮
崎
厚
生
年
金
会
館

▽
問
い
合
せ
先
　
宮
崎
県
工
業
振
興

　
課
工
業
計
画
課

　
　
盈
0
9
8
5
（
2
6
）
7
0
9
5



平成3年8月号〔4｝、
つご、

つ
と報田丁

思
い
や
り
の
心
で
豊
か
な
人
間
関
係
を

　　

凾
W
月
は
人
権
啓
発
強
調
月
間
で
す
☆

　
私
た
ち
は
、
だ
れ
も
が
幸
せ
な
人

生
を
送
り
た
い
と
願
’
．
イ
、
い
ま
す

そ
の
願
い
を
実
現
さ
せ
る
た
め
に
は
、

ま
す
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
、
か

け
が
え
の
な
い
生
命
を
も
∫
．
た
人
間

と
し
て
、
お
互
い
の
人
権
浄
　
酋
寸
重
一
一

あ
r
．
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
．
．

　
こ
の
た
め
、
宮
崎
県
人
権
啓
発
推

進
協
議
会
か
中
心
と
な
り
、
今
年
か

ら
八
月
を
「
人
権
啓
発
強
調
月
間
」

と
定
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
啓
発
事
業
を

展
開
し
、
広
く
人
権
意
識
の
古
同
揚
を

呼
び
か
け
て
い
き
ま
す
、

○
心
豊
か
な
2
1
世
紀
を

築
く
た
め
に

　
健
康
に
暮
ら
し
た
い
、
個
性
や
能

力
を
生
か
し
た
仕
事
に
つ
い
1
、
安
定

し
た
生
活
を
し
た
い
、
お
互
い
が
望

む
結
婚
が
ー
ゾ
た
い
．
こ
れ
ら
の
こ
と

は
、
私
た
ち
み
ん
な
の
、
そ
し
て
人

間
と
し
て
の
当
然
の
願
い
で
あ
り
、

侵
す
こ
と
の
で
き
な
い
基
本
的
人
権

と
し
て
、
憲
法
で
、
す
べ
て
の
国
民

に
保
障
さ
れ
て
い
ま
す
｝

　
し
か
し
、
今
日
の
社
会
で
も
同
和

地
区
出
身
者
だ
か
ら
、
外
国
人
だ
か

ら
、
女
性
だ
か
ら
、
体
か
不
自
由
だ

・

か
ら
と
、
個
人
の
人
格
と
は
ま
っ
た

く
関
係
の
な
い
こ
と
で
差
別
を
受
け
、

人
権
が
侵
害
さ
れ
る
と
い
う
問
題
が

生
じ
て
い
ま
す
．

　
ま
た
、
こ
れ
か
ら
の
社
会
は
、
高

齢
化
、
国
際
化
、
情
報
化
等
の
社
会

変
化
が
急
速
に
進
む
と
と
も
に
、
人

々
の
交
流
が
地
域
問
、
国
際
を
問
わ

ず
一
段
と
活
発
に
な
る
と
考
え
ら
れ

ま
す
．
．
こ
う
し
た
な
か
で
、
　
一
人
ひ

と
り
が
お
互
い
の
人
権
を
尊
重
す
る

こ
と
が
、
よ
り
大
切
に
な
ズ
．
て
き
ま

す
．
．

　
そ
こ
で
、
あ
ら
ゆ
る
場
面
に
お
い

て
人
と
人
と
の
交
流
が
活
発
な
八
月

を
「
人
権
啓
発
強
調
月
間
」
と
定
め
、

さ
ま
ざ
ま
な
啓
発
活
動
を
展
開
し
ま

す
一
、　
町
民
の
み
な
さ
ん
が
こ
の
「
人
権

啓
発
強
調
月
間
」
の
啓
発
事
業
に
債

極
的
に
参
加
さ
れ
る
と
と
も
に
、
そ

れ
を
き
っ
か
け
と
し
て
あ
ら
ゆ
る
機

会
で
人
権
に
つ
い
て
の
話
し
合
い
の

輪
を
広
げ
る
こ
と
に
よ
り
、
心
豊
か

な
二
十
】
世
紀
を
築
い
て
い
き
ま
し

よ
・
つ

「

動
勃
◎
㊨
勘

・
和
光
コ
ン
ク
リ
ー
ト

　
　
　
　
　
エ
業
株
式
会
社

　
東
郷
町
大
字
山
陰
丙

　
　
　
　
　
　
　
一
五
三
七
番
地
一

　
　
　
　
含
（
6
9
）
2
2
1
6

　
　
　
　
代
表
取
締
役
　
金
丸
和
光

。
設
立
年
月
日
は
？

　
昭
和
三
レ
、
八
年
六
月
十
六
日
で
す

一
が
、
現
在
の
東
郷
工
場
に
移
っ
た
の

・
は
昭
和
五
レ
ニ
年
八
月
か
ら
で
す

■
○
現
在
の
従
業
員
数
は
？

　
五
十
七
名
〔
男
四
十
五
名
・
女
十

・
二
名
）
で
す
．
．

一
〇
会
社
の
仕
事
の
内
容
は
？

　
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
品
の
設
計
、
製

■
造
販
売
で
小
さ
な
も
の
は
一
個
レ
キ

　
ロ
グ
ラ
ム
程
度
か
ら
大
き
な
も
の
で

・
は
一
基
二
十
ト
ン
以
ト
の
製
品
も
あ

，
り
色
々
と
多
．
品
種
で
す
．
一

　
最
近
、
寺
迫
の
若
宮
神
社
の
鳥
居

を
造
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た

・
O
会
社
の
特
徴
は
？

　
工
事
現
場
で
直
接
コ
ン
ク
リ
ー
ト

　
を
流
し
込
ん
で
構
造
物
を
作
る
場
合

」
に
比
べ
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
場
製
品
は

層
工
事
期
間
の
短
縮
、
経
済
性
、
品
質

「
面
、
技
能
労
働
力
不
足
を
カ
バ
ー
で

　
き
る
な
ど
の
優
れ
た
面
が
あ
り
ま
す

⑤

　　　　L　r一♂　　　「－［旧・一　国1．L罰・．．F凡’i

　
こ
れ
か
ら
の
時
代
ニ
ー
ズ
に
応
え
　

る
べ
く
、
常
に
「
よ
り
優
れ
た
製
品
」
　

「
よ
り
便
利
な
製
品
　
づ
く
り
を
目
9

指
し
て
研
究
開
発
に
努
力
し
て
い
ま
一

す
＝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
齢

。
そ
の
他
に
何
か
あ
り
ま
せ
ん
か
？
∴

　
社
員
は
十
年
以
上
の
ベ
テ
ラ
ン
が
レ

多
く
平
均
年
齢
も
少
し
高
く
な
’
．
て
一

い
ま
す
が
、
時
々
取
引
先
か
ら
ソ
フ
日

ト
ボ
ー
ル
の
挑
戦
を
受
け
る
こ
と
が
レ

あ
り
、
練
習
不
足
は
チ
：
ム
ワ
ー
ク
一

の
良
さ
で
カ
バ
ー
し
て
い
ま
す
一
．
ま
　

た
ス
コ
ア
ー
を
気
に
し
な
い
ゴ
ル
フ
冒

同
好
会
も
あ
り
ま
す
が
、
少
し
メ
ン
，

バ
ー
を
増
や
し
て
社
内
コ
ン
ペ
を
や
　

ろ
う
と
意
気
込
ん
で
い
ま
す

　
毎
年
町
内
の
小
学
生
が
工
場
見
学
，

に
来
て
く
れ
ま
す
　
こ
れ
か
ら
も
魅
冨

力
あ
る
地
元
企
業
を
目
指
し
て
努
力
、

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
．
．
　
　
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
ロ
　
　
　
　
　

　
　
　
慰
轟

　
　
　
　
．
馨
感
（

　
　
　
　
電
電
β
門

　
　
　
　
　
r
i
且
r
一

、
つ

こ“、
つ

と報田丁’F成3年8月号1；，

　　　　▼通学の足は大丈夫

　7月10日、高校各種学校父母の会は、B向市へ自転車で

通学している生徒の自転車点検を実施しました．

　当日は、父母の会役員、山陰・坪谷駐在所等の協力によ

りライトやブレーキの点検を行いました，

羅鵡霊噌陣酵

’
　
　
1

噺
「

夢

馬
薯』

舞
麓

輸運

圏隅　　　潔＝1■■■酷厘短ン　　　r■瞑

　　　　▲豊かで新しい町づくり

　7月9日、役場2階講堂において新ひむかづくり東郷町

民会議総会が行われました，

　この総会には、各地区の民主団体の代表者が集まり事業

計画等についての活発な討議がなされました、

　　　　▼ゲートボールで交流

　7月9日、老人ホームー鈴峰園　において第10回たなば

たゲートボール大会が行なわれました，

　これは、地区老人会との交流を目的とし隔瀬・小野田の

老人クラブから各2チームが参加しました．結果は福瀬A

チームの優．勝でした、團鰯

　　　　　　▲牧水公園をPR

　東郷町商工会前の国道327号線沿いに牧水公園をPRする

看板が立てられました、これは小川澄雄さん〔小川建設社

長：1が仕事の合い間に作ったものです、

　また、この看板は牧水ふれあいつり大：会のPRにも利用

されました，

雲
仙
　
普
賢
岳
噴
火

　
　
　
救
援
金

　
本
町
に
お
い
て
も
、
．
．
ム
仙
普
賢
岳

噴
火
に
よ
る
被
災
地
救
援
の
た
め
義

援
金
を
送
る
呼
び
か
け
を
行
な
い
ま

し
た
と
こ
ろ
五
十
八
万
九
千
二
百
四

十
九
円
（
七
月
十
二
日
現
在
）
の
あ

た
た
か
い
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
．

　
こ
の
お
金
は
目
赤
宮
崎
県
支
部
を

通
じ
て
被
災
地
に
送
ら
れ
ま
す
．
．
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
．
一

青
年
団
バ
レ
ー

　
六
月
二
十
三
日
、
北
方
町
勤
労
者

体
育
館
で
行
な
わ
れ
た
東
臼
杵
郡
青

年
団
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
に
お
い
て

本
町
代
表
の
女
子
チ
ー
ム
が
二
位
に

入
る
健
闘
を
み
せ
ま
し
た
．

ヲ
。
の
圃
臼

　
七
月
レ
夏
日
、
牧
水
公
園
河
川
フ

ー
ル
開
き
が
安
全
祈
願
の
神
事
と
共

に
行
わ
れ
ま
し
た
．
．

O

DO

●●



、
h

iこ【」文3．年乙8目弓・、
つ

こ、
つ

と報田国

難
懸
…
　
庚
申
登

壁
‘
．
噛
ご
．
’
一
．
．
」
辱
．
。
．
．
ぐ
．
噂
．
｝
●
■
ヨ
●
■
｝
．
’
「
．
ち
轟
●
．
…
ち
一
噂
’
一
，
｝
，
転

の

あ

る

か

　　ぞ　野　三　三　す
そ　ノし　　’翠≧　厚き　　　「憂

も　　一f中　　’で』最　申

そ　基｛堪　べ　　’　も　珪￥

もつ　’重．次多は
「廷つ土弔1京1こ　い旺J．

そ申で
ク）罰す
㌧、　レ

わほ
れ　ど

はん
　’な

こも

谷　　 ≠幽r｝グ）内

　’F畠里flま　：こ

ノ」・津∫｛1勺1亘i「し1

里fに　ノく里r一レ

田二刀1勺　基

に基’のあ
そ’羽二り
オし　田　坊〔　ト　ま

レ
迫
野
内
庚
申
供
養
塔
郡

よ
み
の
上
で
庚
申
の
日
は
六
レ
日
に

一
回
、
ま
た
庚
申
の
年
は
六
十
年
に

一
回
目
．
わ
．
・
．
〆
、
き
ま
す
．
．
八
日
、
噴
申

の
日
が
六
十
日
た
っ
て
ま
わ
っ
て
き

た
夜
に
「
一
二
日
の
虫
…
が
眠
．
・
．
て
い

る
人
の
体
か
ら
抜
け
出
し
て
、
友
帝

様
に
そ
の
人
の
罪
悪
を
告
げ
る
と
命

を
奪
．
わ
れ
る
と
一
．
。
口
わ
れ
て
い
ま
し
た
．
．

そ
の
た
め
、
庚
申
の
日
の
夜
は
眠
ら

す
に
豊
口
毒
芦
全
い
・
身
キ
一
つ
つ
一
げ
む
レ
で
’
一

に
し
ま
し
た
．
．
こ
れ
は
中
国
の
道
教

の
教
え
で
後
に
日
本
に
伝
わ
り
、
中

世
以
降
、
具
申
講
・
庚
申
待
・
二
十

三
夜
講
と
い
’
．
て
、
営
む
ら
の
も
ち

ま
．
わ
り
で
家
に
集
ま
り
〔
溝
と
い
う
）

夜
ど
お
し
、
珠
．
士
玉
を
手
ま
わ
し
し

て
お
経
を
あ
げ
た
り
、
ご
ち
そ
う
を

　
持
ち
よ
ゴ
．
て
食
べ
た
り
、
世
間
ば

な
し
を
し
た
り
し
イ
、
、
一
夜
を
過

し
村
の
平
和
を
祈
っ
た
も
の
で
す
．
．

こ
れ
を
二
十
三
夜
さ
ん
、
あ
る
い

は
さ
ん
夜
さ
ん
と
言
ズ
．
て
大
変
楽

一
）
み
に
一
）
て
い
た
」
⊃
の
で
し
た
．
．

現
在
は
こ
の
風
景
は
ほ
と
ん
ど
見

ら
れ
な
く
な
り
ま
し
た
が
、
大
分

県
国
東
半
島
で
は
現
在
も
行
わ
れ

げ、

｢
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
．
．
こ

の
よ
う
な
庚
申
供
養
の
形
と
し
て

残
’
．
て
い
る
も
の
が
廃
申
塔
で
す
．

　
迫
野
内
に
五
基
か
た
ま
ズ
．
て
建

ズ．

m
、
い
る
所
が
あ
り
ま
す
　
こ
れ

は
特
に
、
六
十
年
毎
に
村
人
の
沖

で
雪
年
の
人
が
達
て
て
い
る
よ
う

で
す
．
．
建
げ
、
た
年
月
日
や
建
ノ
、
た

人
の
名
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
．
．

　
江
戸
時
代
に
な
る
と
、
庚
申
塔
は

村
む
ら
の
悪
病
よ
け
や
、
村
境
や
路

傍
〔
道
ば
た
）
に
建
て
ら
れ
、
村
山

の
守
護
・
交
通
安
全
の
神
へ
と
変
化

し
ま
し
た
．

　
羽
坂
区
深
瀬
の
道
の
わ
き
に
大
き

な
二
二
塔
が
あ
り
ま
す
．
、
こ
れ
は
昔
、

朴
木
の
神
が
沖
之
水
流
か
ら
井
尻
・

深
瀬
を
通
り
樋
田
に
渡
り
仲
瀬
・
卸

児
に
行
く
道
の
案
内
役
を
庚
申
さ
ん

鳳］
⑳
牧
水
歌
碑

小
林
市
の

歌
碑
め
ぐ
り

　
〔
小
林
市
役
所
）

教
育
長

　
渡
辺
邦
彦

見
お
ろ
せ
ば
霧
島
山
の
山
す
そ
の

野
辺
の
ひ
ろ
き
に
な
び
く
朝
．
芸

　
以
前
、
こ
の
欄
で
紹
介
し
ま
し
た

よ
う
に
、
昭
和
六
十
年
に
は
牧
水
生

誕
百
年
を
記
念
し
て
県
内
各
地
に
牧

水
歌
碑
が
つ
ぎ
つ
ぎ
に
建
て
ら
れ
ま

し
た
　
こ
の
小
林
市
の
歌
碑
も
同
市

の
歌
人
協
会
の
方
々
が
中
ひ
と
な
り
、

そ
の
百
年
祭
を
記
底
・
心
し
て
建
立
し
た

も
の
で
す
　
除
幕
は
同
年
の
ト
月
二

十
六
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
ち
ょ

う
ど
そ
の
頃
、
東
郷
町
を
は
じ
め
と

か
ま
か
さ
れ
た
と
い
う
言
い
つ
た
え

が
あ
り
ま
す
，
こ
の
よ
う
に
道
の
四

辻
や
田
の
畦
に
乱
立
さ
れ
げ
、
い
る
と

こ
ろ
も
あ
り
ま
す
、

　
諸
県
地
雨
に
は
「
田
の
カ
ン
サ
i
一

が
「
田
の
神
様
一
と
し
て
建
て
ら
れ

て
い
ま
す
が
、
庚
申
さ
ん
と
は
違
い

農
家
の
守
護
神
で
す
．

　　東

　　郷
　　町
　　文
　　華

車協
　　会甲
　　長
鶴
男

す
る
各
地
の
記
念
行
事
に
出
し
指
す
る

た
め
来
県
中
の
若
山
旅
人
氏
ご
夫
妻

や
大
悟
法
利
雄
氏
等
の
皆
さ
ん
万
も
、

こ
の
日
の
除
幕
式
に
参
列
さ
れ
ま
し

た
一　
さ
て
、
こ
の
．
見
お
ろ
せ
ば
」

の
歌
に
つ
い
げ
、
述
べ
／
、
み
ま
し

ょ
テ
．
牧
水
は
、
大
正
二
年
に

鹿
児
島
に
訪
れ
げ
、
い
ま
す
　
そ

の
頃
、
牧
水
は
父
の
病
気
に
て

坪
谷
に
帰
省
中
で
し
た
が
、
脚

立
蔵
が
亡
く
な
r
．
た
後
、
九
州

の
各
地
を
へ
周
し
て
、
こ
の
時

に
鹿
児
島
に
も
立
ち
寄
っ
て
、

そ
こ
の
歌
人
た
ち
と
交
歓
し
て

一
桜
島
一
の
歌
や
、
　
一
夕
日
の

薩
摩
一
を
詠
ん
で
い
ま
す
．
二

回
目
に
訪
れ
た
の
は
、
大
正
十

四
年
レ
月
の
末
に
大
阪
の
歌
会

に
出
席
し
た
の
ち
岡
山
、
八
幡
、

福
岡
、
長
崎
、
大
牟
田
、
熊
本
、

鹿
児
島
の
各
地
で
揮
毫
会
を
催

し
た
時
で
、
こ
の
時
は
喜
志
子
夫
人

も
同
伴
し
た
よ
う
で
す
．

　
小
林
市
の
歌
碑
の
歌
「
見
お
ろ
せ

ば
一
は
こ
の
時
に
作
っ
た
も
の
で
、

詞
書
に
、
霧
島
山
栄
之
尾
温
泉
に
て
、

同
所
は
海
抜
九
百
メ
ー
ト
ル
の
山
腹

に
在
り
、
同
二
、
三
日
一
と
記
し
て

二
首
詠
ん
で
い
ま
す
．
．
そ
の
中
の
一

首
が
こ
の
歌
碑
と
な
っ
た
歌
で
他
の

一
首
は

　
明
方
の
月
は
冴
え
つ
つ
霧
島
の

　
山
の
谷
間
に
霧
た
ち
わ
た
る

の
歌
で
す
　
な
お
、
こ
の
歌
は
霧
島

町
の
林
田
温
泉
（
ホ
テ
ル
の
前
）
に

歌
碑
と
な
r
．
！
、
建
て
ら
れ
て
い
ま
す

（
昭
和
十
六
年
f
月
十
二
目
除
幕
）
．

レ
小
林
市
役
所
の
歌
碑

、
つ

こ“、
つ

と報町平成3年8月号’

：硬1

：駐

⑫
糖
尿
病
に

　　

@　

@
つ
い
て

東
郷
町
立
病
院

内
科
窪
田
博
文

　
今
回
は
糖
尿
病
に
つ
い
て
お
は
な

し
し
た
い
と
思
い
ま
す
、
糖
尿
病
の

原
因
に
つ
い
て
は
諸
説
が
あ
り
ま
す

し
、
ま
た
患
者
さ
ん
そ
れ
ぞ
れ
で
も

異
な
り
ま
す
が
、
　
】
般
的
に
は
遺
伝

的
要
因
と
環
境
要
因
と
に
依
存
す
る

と
思
わ
れ
ま
す
．
．
親
兄
弟
や
親
戚
に

糖
尿
病
の
人
が
い
る
場
合
は
、
そ
れ

だ
け
遺
伝
的
要
素
が
強
い
（
産
ま
れ

っ
き
糖
尿
病
に
な
り
や
す
い
）
の
で

す
か
ら
、
そ
う
で
な
い
人
と
同
じ
よ

・
り
な
食
生
一
活
十
一
営
ん
φ
、
い
イ
、
も
発
症

堺
轟
一
瞬
鴫
恐

し
や
す
い
の
で
す
．
逆
に
ま
っ
た
く

親
戚
に
糖
尿
病
の
人
が
い
な
く
て
も

常
に
「
大
食
い
」
を
し
て
い
た
り
、

甘
い
物
を
好
ん
で
い
れ
ば
糖
尿
病
に

な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
．
、
遺
伝
的

要
素
は
本
人
の
意
志
に
よ
る
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
「
運
」
の
よ
う

な
も
の
で
す
．
一
た
と
え
ば
、
高
速
道

路
を
二
百
キ
ロ
の
ス
ピ
ー
ド
で
と
ば

し
て
い
て
も
「
運
一
の
い
い
人
は
事

故
に
は
あ
わ
な
い
の
で
す
が
、
　
「
運
一

の
悪
い
人
は
ゆ
っ
く
り
で
あ
っ
て
も

事
故
に
あ
っ
て
し
ま
い
ま
す
一
．
し
か

し
ど
ち
ら
が
危
な
い
か
は
普
通
に
考

え
れ
ば
分
り
ま
す
。
　
「
俺
は
ど
ん
な

に
と
ば
し
て
も
事
故
を
起
こ
し
た
こ

と
が
な
い
一
と
威
張
【
．
て
い
て
も
そ

の
う
ち
事
故
を
起
こ
す
も
の
で
す
．
．

　
糖
尿
病
と
診
断
さ
れ
て
も
、
ほ
と

ん
ど
の
人
は
自
覚
症
状
が
あ
り
ま
せ

ん
か
ら
怖
さ
が
わ
か
ら
ず
、
腹
一
杯

食
べ
間
食
も
と
る
の
で
す
、
一
し
か
し

糖
尿
病
は
必
ず
目
や
腎
臓
や
神
経
を

侵
し
つ
づ
け
て
い
る
の
で
す
．
．
し
か

も
ス
ピ
ー
ド
は
元
に
戻
せ
ば
安
全
で

す
が
、
糖
尿
病
の
障
害
は
（
あ
る
程

度
進
行
し
た
ら
）
ほ
と
ん
ど
も
ど
り

ま
せ
ん
．
一
理
．
パ
ー
セ
ン
ト
の
機
能
が

五
十
パ
；
セ
ン
ト
に
落
ち
て
か
ら
、

ど
ん
な
に
頑
張
っ
て
も
六
十
．
パ
ー
セ

ン
ト
に
も
ど
る
こ
と
は
ま
ず
な
い
の

で
す
。
こ
の
よ
う
に
な
る
前
に
早
く

適
切
な
治
療
を
受
け
る
こ
と
が
大
切

で
す
。

　
自
分
は
太
っ
て
い
る
と
田
い
っ
て
い

な
が
ら
も
、
今
、
お
菓
子
を
食
べ
な

が
ら
こ
れ
を
読
ん
で
い
る
人
が
い
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
今
の
世
の
中
は

豊
か
に
な
り
ま
し
た
か
ら
餓
死
す
る

こ
と
は
ま
ず
あ
り
ま
せ
ん
し
、
子
供

の
よ
う
に
、
間
食
を
す
る
必
要
は
な

＝
　
ご
　
　
　
　
　
　
一
一
　
一
．
　
　
r
一
　
二

い
と
思
い
ま
す
．
．

　
「
私
は
肉
体
労
働
で
す
か
ら
腹
が

へ
る
ん
で
す
わ
」
で
は
す
み
ま
せ
ん

よ
、
ま
ず
は
間
食
を
や
め
て
、
腹
八

分
目
に
す
る
こ
と
を
実
行
す
る
こ
と

か
ら
始
め
て
く
だ
さ
い
、

．
交
．
通
事
徴
の
五
つ
の
罰
［

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
5

　
交
通
事
故
を
起
こ
す
と
五
つ
の
罰

を
受
け
る
と
い
わ
れ
ま
す
。

　
第
一
に
は
罰
金
を
と
ら
れ
ま
す
、

罰
金
を
と
ら
れ
な
い
場
合
は
、
懲
役
・

禁
固
と
い
う
形
で
い
ろ
い
ろ
処
罰
さ

れ
ま
す
。
こ
れ
を
刑
事
罰
と
い
い
ま

す
．　
第
二
に
は
行
政
罰
で
す
．
．
罰
金
を

払
っ
た
か
ら
免
許
証
は
無
事
か
と
い

う
と
そ
う
は
い
き
ま
せ
ん
．
、
免
許
停

止
や
免
許
取
消
し
に
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
、

　
第
三
に
は
民
事
罰
で
す
。
自
分
が

起
こ
し
た
交
通
事
故
で
他
人
に
与
え

た
損
害
は
自
分
で
弁
償
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
重
大
な
事
故
の
場
合

は
一
単
語
の
賠
償
金
を
支
払
う
た
め

一・

齠
ｭ
き
続
け
た
実
例
も
あ
り
ま
す
。

　
第
四
に
は
こ
う
い
う
言
い
方
を
す

る
の
が
適
当
か
ど
う
か
わ
か
り
ま
せ

ん
が
企
業
罰
が
あ
り
ま
す
．
、
飲
酒
運

転
や
無
謀
運
転
で
重
大
な
事
故
を
起

こ
し
交
通
刑
務
所
に
入
っ
た
人
が
社

会
に
復
帰
す
る
の
は
容
易
な
こ
と
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
入
所
前
に
勤
め
て

い
た
会
社
等
に
再
び
勤
務
で
き
る
か

と
い
う
と
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
無
理

な
よ
う
で
す
．
．

　
第
五
に
は
こ
れ
は
罰
と
い
え
る
か

ど
う
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
自
分
自

身
が
悪
夢
に
う
な
さ
れ
る
よ
う
な
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
現
実
に
あ

っ
た
こ
と
で
す
が
、
あ
る
人
が
雨
の

日
に
か
さ
を
さ
し
て
歩
い
て
い
た
お

ば
あ
さ
ん
を
自
動
車
事
故
で
死
亡
さ
せ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
す
る
と
、
そ
の
後

神
の
日
に
な
る
と
か
さ
を
さ
し
た
お

ば
あ
さ
ん
が
窓
か
ら
自
分
を
に
ら
ん

で
い
る
よ
う
な
幻
覚
に
と
ら
わ
れ
る

よ
う
に
な
り
、
つ
い
に
精
神
に
異
常

を
き
た
し
て
し
ま
い
ま
し
た
、

　
こ
の
よ
う
に
交
通
事
故
を
起
こ
す

と
五
つ
の
罰
に
卜
し
め
ら
れ
ま
す
．

こ
ん
な
非
心
墨
な
人
生
に
な
・
り
な
い
よ

う
、
ま
た
自
分
と
家
族
を
守
る
た
め

に
も
安
全
運
転
に
細
心
の
注
意
を
は

ら
う
よ
う
こ
し
ま
し
よ
う
．
．

水
の
面
に
緑
の
山
の
写
り
い
て
田
代

の
ダ
ム
に
添
う
道
を
行
く

　
　
　
　
　
　
　
　
若
藤
延
世

晴
れ
の
日
は
牛
の
親
子
も
浮
く
ら
し

き
戸
外
に
出
せ
ば
小
踊
り
を
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
黒
木
　
久
f

若
者
は
機
械
農
機
に
頼
れ
ど
も
わ
が

な
す
仕
事
は
鍬
と
鎌
な
り

　
　
　
　
　
　
　
　
植
田
　
イ
セ

わ
が
里
の
朝
は
騨
か
に
明
け
行
き
て

霧
立
つ
川
の
せ
・
ら
ぎ
聞
こ
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
井
上
キ
ミ
エ

退
職
の
挨
拶
状
に
ゆ
く
り
な
く
心
籠

も
れ
る
礼
状
返
り
来

　
　
　
　
　
　
　
　
本
多
茂
雄

交
通
事
故
の
発
生
状
況

　
　
　
　
　
　
（
六
月
末
累
計
）

　椎諸北西．南：東門．日　　／計読響響：囎鵬／

1・1・・4．171581． ｾ・

　　　　　　　　死身2　　0　　0　　0　　0．0　　0　　0　　2　　　　　　　　．旧事

1・・2・・7172799一一

　　　　　　　　　事物1〔17〔［21　24　　19　　20　　21　50　　163　752　　　　　　　　　故損

　
　
　
全
国
　
4
9
8
4
人

※
死
者

　
　
　
県
内
　
　
　
3
6
人
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@
回

回
ゲ
無
銘
回二。ソ．、

そ
憾
窃
り
摩
せ
ん
ガ
？

　
町
観
光
協
会
で
は
「
牧
水
三
一
の

そ
ば
を
町
内
で
確
保
す
る
た
め
生
産

者
に
呼
び
か
け
て
い
ま
す
が
、
今
年

は
申
し
込
み
が
少
な
い
よ
う
で
す
。

　
量
は
問
い
ま
せ
ん
の
で
、
販
売
で

き
る
方
が
あ
り
ま
し
た
ら
町
観
光
協

会
事
務
局
（
牧
水
公
園
ふ
る
さ
と
の

家
豊
6
9
　
7
7
2
0
）
へ
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
買
い
取
り
価
格
は
殻
つ
き

の
ま
ま
で
、
一
キ
ロ
グ
ラ
ム
当
た
り

四
百
円
で
す
．
．

僧
門
口
囲

　
八
月
の
住
民
健
診
の
日
程
は
次
の

と
お
り
で
す
．
．

　
　
o
福
瀬
公
民
館

　
8
月
盟
日
　
　
（
上
二
・
下
村
）

「　・■

“ゾ

　
受
付
時
間
9
時
3
0
分
～
1
0
時
3
0
分

　
　
o
仲
深
公
民
館

　
8
月
2
9
日
　
　
（
下
仲
瀬
・
久
居
原
・

　
　
　
　
　
　
下
水
流
）

　
受
付
時
間
9
時
3
0
分
～
1
0
時
3
0
分

　
　
　
　
　
（
　
）
内
は
対
象
組
合

自
動
車
事
故
被
害
者
へ

　
国
が
さ
し
の
べ
る

　
　
　
「
援
護
の
手
」

交
通
遺
児
育
成
資
金
の
貸
付

▽
対
象
者

　
自
動
車
事
故
に
よ
り
死
亡
ま
た
は

　
重
度
の
後
遺
障
害
が
残
っ
た
者
の

　
子
弟

▽
貸
付
金
額

　
当
初
の
一
時
金
　
　
1
4
万
円

　
貸
付
期
間
中
の
月
額
　
　
1
万
7
千
円

　
入
学
支
度
金
　
　
　
3
万
9
干
円

▽
貸
付
期
間

　
貸
付
決
定
の
時
か
ら
中
学
校
を
卒

　
弄
す
る
時
ま
で

▽
利
　
子

　
無
利
子

▽
返
還
方
法

　
貸
付
終
了
後
六
ヶ
月
を
経
過
し
た

　
後
二
十
年
の
均
等
分
割
返
還
（
高

　
校
・
大
学
へ
進
学
の
と
き
は
卒
業

　
ま
で
猶
予
）

重
度
後
遺
障
害
者
に
対
す
る
「
介
護

料
」
の
支
給

▽
対
象
者

　
自
動
車
事
故
で
脳
挫
傷
・
脊
髄
損

　
傷
を
生
じ
た
方
で
＝
疋
の
基
準
に

合
致
す
る
も
の

▽
支
給
額

　
入
院
は
一
日
目
つ
き
4
0
0
0
円

　
自
宅
は
一
日
目
つ
き
2
0
0
0
円

※
詳
し
い
こ
と
は
自
動
車
事
故
対
策

　
セ
ン
タ
ー
宮
崎
支
所
へ
お
問
い
合

　
わ
せ
く
だ
さ
い
．
、

　
　
含
0
9
8
5
－
5
3
－
5
3
8
5

「
行
方
不
明
者
を

捜
す
相
談
所
」
の
開
設

　
警
察
で
は
、
八
月
中
を
「
身
元
確

認
強
調
月
間
」
と
定
め
、
　
「
行
方
不

明
者
を
捜
す
相
談
所
」
を
開
設
し
ま

す
．　
こ
の
月
間
は
、
家
出
し
て
行
方
の

わ
か
ら
な
い
人
の
所
在
を
捜
し
、
ま

た
、
身
元
不
明
死
者
の
身
元
の
確
認

を
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
ま

す
。　
「
行
方
不
明
者
を
捜
す
相
談
所
」

の
開
設
日
程
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▽
日
時
　
　
　
　
8
月
8
日
・
9
日

　
　
　
　
　
　
　
　
O
L
寸
～
6
土
寸

　
　
　
　
　
　
　
　
－
　
目
　
　
　
－
日

▽
場
　
所
　
日
向
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

▽
そ
の
他

・
相
談
は
無
料
で
す
．
、

・
相
談
に
関
す
る
秘
密
は
厳
守
し
ま

　
す
。

・
相
談
に
来
ら
れ
る
と
き
は
、
行
方

　
不
明
者
の
顔
写
真
や
身
体
特
徴
（

　
た
と
え
ば
、
ほ
く
ろ
、
あ
ざ
、
手

　
術
の
あ
と
）
な
ど
、
本
人
を
確
認

す
る
た
め
の
手
掛
り
と
な
る
資
料

を
お
持
ち
い
た
だ
く
と
参
考
に
な

り
ま
す
．
．

ど
う
ぞ
、
ご
遠
慮
な
く
相
談
に
お

い
で
く
だ
さ
い
。

行
政
相
談

▽
日
時
　
8
月
2
0
日
　
9
時
～
1
5
時

▽
場
所
　
役
場
議
員
控
室

　
　
　
今
月
の
納
税
等

町
県
民
税
二
期

国
民
健
康
保
険
税
　
四
期

水
稲
共
済
掛
金
全
期

顛
落
・
灯

　
忌
明
け
と
し
て
、
つ
ぎ
の
か
た
か

ら
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
社
会
福
祉

の
た
め
の
善
意
が
よ
せ
ら
れ
ま
し
た
．

　
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
．
、

◎
福
瀬
の
平
野
富
夫
さ
ん
か
ら

　
（
ナ
ミ
エ
さ
ん
・
8
4
才
ご
逝
去
）

◎
鶴
野
内
の
西
村
行
康
さ
ん
か
ら

　
（
ト
シ
さ
ん
・
9
2
オ
ご
逝
去
）

◎
垂
下
の
渡
辺
甚
市
さ
ん
か
ら

　
（
幸
代
さ
ん
・
3
4
オ
ご
逝
去
）

◎
皇
尊
の
長
友
文
子
さ
ん
か
ら

　
（
善
正
さ
ん
・
6
7
オ
ご
逝
去
）

◎
羽
坂
の
清
水
樹
さ
ん
か
ら

　
（
プ
ン
さ
ん
・
8
3
才
ご
逝
牛
ご

（
六
月

届
出

分
）

粛寧齋瀞

婁贋

首
1灘

婁膿
啓接魯瀞

出
生
お
め
φ
、
と
う

I　　　　　　　　　　　　I

永酒：那1都…稲渡 赤
田井…須甲…田1辺、　1

ち
や

喜沓型寮勝．光i窃

一　介1義美幸　司i名

浩　　一真一光1父
泉 ：の

徳　　夫一男志…名
迫坪小小田寺：住
野　　　野　野　　　　i
田　谷　田　田　野迫：所

結
婚
お
幸
せ
に

死
　
亡

平
野
ナ
・
、
エ

西
　
　
　
シ

清
水
プ
ン

長
友
善
正

渡
邊
幸
ざ ご

冥
福
を
祈
り
ま
す

住
所

一口

c鶴
野
内

　
　
反
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